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当院「脳神経外科」について  専門外来のお知らせ   

 2023年4月より常勤の脳神経外科医が5名に増

え、診療体制がより強化されました。特に脳卒中

（脳梗塞、脳出血、くも膜下出血）や頭部外傷は

時間との勝負です。コンパクトで小回りが利く病

院設計を活かし、迅速な救急車の受け入れ、診療

が24時間365日可能となりました。屋上にはヘリ

ポートも完備していますので、遠方への移送、受

け入れもできます。 

 また従来から行っていた脳血管障害や脳腫瘍、

外傷、水頭症、三叉神経痛、顔面痙攣、外傷など

の診療に加えて、この春からは脳血管内治療指導

医が常勤となり、脳動脈瘤、脳動静脈奇形、硬膜

動静脈瘻、頸動脈狭窄症、頭蓋内外動脈狭窄症、

慢性硬膜下血腫、脳腫瘍などに対する血管内手術

(IVR)はいつでも施行可能になりました。検査、

手術に用いる血管撮影装置（シーメンス社）も

2023年に最新式に更新され、高画質な画像や高度

な手技を可能にしています。2021年4月からはて

んかん専門医によるてんかん外来を開設し、県内

からの難治症例の診療拠点病院となっています。 

■脳血管内治療外来  

 毎週木曜日午前中 （松原診療部長） 

 動脈瘤、血管奇形、頸動脈狭窄症、脳動脈狭窄

症、慢性硬膜下血腫難治例 等、いつでもご紹介下

さい。 

■てんかん専門外来  

 毎週木曜日午後（徳島大学 藤原医師）         
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脳神経外科領域の疾患  

脳卒中 

 脳卒中・神経センターを開設し、脳梗塞、脳

内出血、くも膜下出血患者に迅速に対応してい

ます。神経内科医２名（浦井医師、向井医師）

と連携し、計７名の医師で毎週カンファレンス

を開き、チーム医療で行っています。 

 脳梗塞は、内科的治療を基本としますが、発

症から4.5時間以内場合tPA静注で、24時間以内

の場合、血管内治療（血栓回収術）で閉塞血管

を再開通させます。頸動脈が高度に細い場合に

は、緊急でステント拡張させます。術後は抗血

栓薬やリハビリを早期に開始します。脳出血に

対しては、まずは降圧し抗脳浮腫薬、リハビリ

を行いますが、血腫が大きく意識障害が強い場

合には、開頭血腫除去術もしくはナビゲーショ

ン定位的血腫除去術、脳室ドレナージ術などを

行います。くも膜下出血では、動脈瘤コイル塞

栓術や開頭術で出血点をおさえる緊急手術で救

命し、術後は新薬クラゾセンタンで血管攣縮の

発生を予防します。未破裂脳動脈瘤でネックが

広い場合には、ステント併用でのコイル塞栓術

やフローダイバーター（パイプラインTM）を

使った血管内治療が適応になります。もやもや

病は病期が進行し、症状がある患者さんでは側

頭部の直接もしくは間接バイパス術を考慮しま

す。 

外傷 

 頭蓋内出血や脳挫傷などの急を要する場合はも

ちろんのこと、単純な頭部打撲、交通事故後の治

療も行っています。小回りが利く病院ですので、

CT.MRI検査もすぐに撮影できます。高齢者は慢

性硬膜下血腫を後日発症することがしばしばみら

れますので、数ヶ月後までフォローアップしま

す。特に抗血栓薬を飲んでいる方は発症率が高い

のでより注意が必要になります。最近では、再発

例には栄養血管の塞栓術を追加することもありま

す。 

脳腫瘍 

 髄膜腫、神経膠腫、神経鞘腫、下垂体腺腫、転

移性脳腫瘍、悪性リンパ腫、胚細胞腫、海綿状血

管腫など脳腫瘍には様々な種類が知られています

が、これらをCT、MRI、血管撮影、RI検査、髄液

検査、血液検査などを駆使して診断を行います。

摘出術が必要な場合には、術中ナビゲーションシ

ステムを用いた精度の高い顕微鏡下手術を実施し

ています。また当院の電子カルテ画像システムに

はVincentという画像再構成するソフトウエアーが

装備されており、いつでも見たい時に3D画像を作

成し閲覧することができます。これを用いて手術

前のシミュレーションが容易に可能となっていま

す。また本年度には外視鏡機能のついた最新式手

術 顕 微 鏡 へ の

更 新 を 予 定 し

ています。 



（文責 松原 俊二）   

外来担当表 月 火 水 木 金 

午前  

受付・診療／ 

8時～11時  

庄野 健児 

手術・検査 

佐藤 悠 庄野 健児 四方 英二 

白川 典仁 白川 典仁 
松原 俊二       

【血管内治療外来】 
松原 俊二 

午後  

受付・診療／ 

13時～16時   

新患のみ 

要問合せ  
手術・検査  

新患のみ 

要問合せ  

新患のみ 要問合せ  

新患のみ 

要問合せ  

第3週14時～17時 

【てんかん外来】 

徳島大学医師 藤原 敏孝 

小児 

 頭部への打撲はたとえ軽くてもご家族は不安が

あります。必要に応じて当院へご連絡ください。

またてんかん、奇形疾患、水頭症、脳腫瘍なども

診療しております。当院は善通寺の四国こどもと

おとなの医療センターと連携しており、より専門

性の高い治療が必要な場合には紹介も可能です。 

機能的疾患 

 パーキンソン病や本態性振戦、ジストニアな

どでは薬物治療が基本ですが、脳深部刺激術が

有効なことがあります。脳卒中後などに手足が

つっぱる痙縮は、内服薬以外にもボツリヌス療

法も効果的です。またバクロフェン髄注療法

(ITB)も効果的な場合があります。慢性難治性疼

痛に対して脊髄に微弱な電流を流す脊髄刺激療

法(SCS)が有効なケースもあります。認知症や歩

行障害、尿失禁で発症する正常圧水頭症に対し

てはシャント手術（脳室-腹腔or腰椎-腹腔）が有

効です。最近では設定圧を自由に何回でも変更

でき、MRI撮影も可能となっています。 

てんかん 

 2021年4月より専門医によるてんかん外来が始ま

りました。てんかんの専門医は数が少ないため、

脳神経外科や小児科、神経内科、精神科など様々

な診療科が分担しており、専門的な治療が受けに

くい現状があります。そのため当院では、四国で

唯一のてんかん診療拠点機関である徳島大学病院

よりてんかん専門医を招へいし、てんかん専門外

来を開設することといたしました。毎月第三木曜

のみで月に1回ですが、毎回香川県内から多くの患

者さんが集まっています。お困りの患者さんがい

らっしゃいましたら、ぜひ一度ご相談ください。 

●オンライン診療(遠隔連携診療)  

 当院では香川県初の試みとして、てんかんの疑

いがある患者さんを対象に、徳島大学脳神経外科

のてんかん専門医と連携し、2022年９月からオン

ライン診療を始めました。できるだけ早く専門医

の診察を受けたい患者さんや、長距離の移動が負

担となる患者さんは、お問い合わせください。 
外来担当表  



第１１回高松市立みんなの病院  

地域医療連携カンファレンス 開催報告 

高松市立みんなの病院 〒761-8538 香川県高松市仏生山町甲847番地1 087-813-7171（代表） 

 
受付時間 

平日（月～金） 8時30分～18時00分 

土曜日 9時30分～13時00分   ※土曜日はFAX予約受付のみ 

電 話 （087）813-7171（代表）／（087）813-6699（紹介予約専用） 

Ｆ Ａ Ｘ （087）813-6799（直通） 

 0120-834-224（フリーダイヤル   ） 

 ※フリーダイヤルは県内固定電話のみ対応しております。 

患者さんをご紹介いただく際に、地域医療・患者支援センターへ事前にFAX予約をお願いいたします。 FAX予約を 

お願いします 

地域医療・患者支援センターからのご案内 

お申込みはこちらから→ 

演 題 

日 時 

PUL（経尿道的前立腺吊上術） 

について 

令和５年８月２３日（水） 

 19時～1時間程度 

（文責 林 義典）   

第７７回地域医療連携セミナー 

 特別講演に先立ち、一般講演として当院脳神経外科 

診療部長 松原 俊二先生により「脳卒中急性期にお

ける血管内治療の役割」と題しての講演をいただきま

した。最近の血管内治療について知ることができまし

た。 

 新型コロナウイルス感染症は5類に変更になったと

はいえ、感染症の拡大が危惧されるため、意見交換の

時間を設けることはできませんでしたが、地域医療機

関の先生方、医療職の方々にはご多忙のところ多数の

ご参加をいただき誠にありがとうございました。 

 今後も地域連携カンファレンスを継続して行ってま

いりますので、

よろしくお願い

いたします。 

 2023年6月22日（木）、「第11回  高松市立みん

なの病院地域連携カンファレンス」を当院みんなの

ホールにて開催しました。 

 特別講演では、講師に徳島大学大学院医歯薬学研

究部 脳神経外科 教授 髙木 康志先生をお迎え

して、「脳卒中の最新の事情 ～脳血管外科手術の

現状～」の演題でご講演をいただきました。脳卒中

についての治療、地域医療連携の現状についてお話

いただきました。大変に充実した講演会となりまし

た。 


